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1．はじめに 
本研究の目的は日本語学習教材のイントロダクションにおいて、どのような音声項目が

取り上げられ、どの程度記載されているかということを調査することである。 
 先行研究では、初級総合教材において韻律部分に関する音声項目の扱いが少ないという

ことがわかっている（土岐 1986、河野 1999,1998）。近年、新しい日本語学習教材が次々と
出版されており、音声に特化された発音練習教材も出現しているが、これらの教材におけ

る音声項目の扱いについては、先行研究では比較検討されていない。このため、本研究で

は、1990年以降に出版された日本語学習教材を取り上げ、分析を行うことにした。 
 
2．調査方法 
 調査の対象は、初級総合教材 22種類、教材に付属の翻訳文法解説書２種類、および発音
練習教材３種類の合計 19である（表Ａ・Ｂ）。 
 初級総合教材では音声項目が主にイントロダクションの部分で扱われていることから、

当該部分における音声項目の扱いを調査した。 
発音調査項目および評価基準は土岐（1986）を踏まえた上で、発音練習教材については
先行研究では調査がなされていないため、筆者らが新たな項目を加えた。 

評価基準は以下の通りである。説明が詳しく記載されている「○」、極めて簡単な説明に

終わっている「△」、触れられていない「－」。 

 

3．結果 
①初級総合教材については、6 種類の教材に音声項目の記述が見られなかった（資料２）。
音声項目の扱いのある初級総合教材についても、ポーズ・プロミネンス・イントネーショ

ン・リズムに関しての記述は圧倒的に少ないということがわかった。（表Ａ） 

②上記 6 種類の音声項目の記述が見られない初級総合教材の共通点は、イントロダクショ
ン及び本文中に、媒介語による解説がないということであった。 
③発音練習教材においては上記①で記述が少なかった音声項目についても言及されており、

ポーズ・プロミネンス・イントネーション・リズムのすべてが含まれていた。（表Ｂ） 

 

4．考察 
結果①から、1990 年以降出版された初級総合教材についても土岐（1986）、河野

（1999,1998）の結果同様、ポーズ・プロミネンス・イントネーション・リズムについては
扱いが非常に少ないことがわかった。近年、コミュニケーションにおいて韻律特徴が重要



な役割を果たしているということがわかってきた。このため、ポーズ・プロミネンス・イ

ントネーション・リズムに関する音声研究の成果が数多く報告されている。しかし、結果

①から、その研究成果が初級総合教材には十分に応用されているとは言えないという実態

が示唆された。 
次に、結果②からわかることは、初級レベルの日本語学習者を想定した場合、媒介語を

使用せず、日本語だけで音声項目を導入することは困難であるということである。音声項

目の記述が見られない初級総合教材の共通点を鑑みると、使用される場所が主に日本語教

育機関であることを前提に作成されている。すなわち、教師の指導があることを想定して

いるため、音声項目の記載がなくても必要に応じて教室活動に取り入れることが可能であ

る。一方、導入部分において媒介語を使用している教材は、原則として学習者が自習用と

して使用することも想定しているため、教師の不在にも関わらず、媒介語により音声項目

が記載されていることで、理解しやすくなるであろう。 
最後に、結果③から、発音練習教材では初級総合教材で扱われていないポーズ・プロミ

ネンス・イントネーション・リズムを含んでおり、従来の総合教材で欠落している韻律特

徴が補われていることがわかった。このような音声に特化された発音練習教材の出現は、

初級総合教材では学習し得ない音声項目を網羅することの必要性を示唆している。 
 

5．まとめと今後の課題 
本調査から、初級総合教材においては、ポーズ・プロミネンス・イントネーション・リ

ズムに関しての記述が圧倒的に少ないことが明らかになった。この結果については、約 20
年前、10 年前に行われた調査と変化がなかった。また、音声項目の記載がない教材につい
ては、イントロダクション及び本文中に、媒介語による解説がないことがわかった。さら

に、本研究で初めて音声に特化された発音練習教材を分析してみて、従来の総合教材で欠

落している韻律特徴がカバーされていることが明らかとなった。 
 今後の課題は、海外で出版された日本語総合教材および発音練習教材を対象とした調査

を行うことである。 
 



資料１（音声項目の扱いのある教材） 

①JAPANESE FOR EVERYONE  学習研究社(1990) 

②SITUATIONAL FUNCTIONAL JAPANESE  凡人社(1995) 

③はじめてのにほんご 改訂版 大修館書店(1995) 

④新日本語の基礎（本冊）スリーエーネットワーク(1997)  

⑤新日本語の基礎（文法解説書）スリーエーネットワーク(1997) 

⑥ＩＣＵの日本語：初級 講談社インターナショナル（1997） 

⑦はじめのいっぽ  スリーエーネットワーク(1998) 

⑧初級実践日本語 アルク(1998) 

⑨A COURSE IN MODERN JAPANESE 名古屋大学(2002) 

⑩日本語２０時間 スリーエーネットワーク(2003) 

⑪日本語初級げんき JAPAN TIMS(2005） 

⑫ELEMENTARY JAPANESE  TUTTLE (2005) 

⑬みんなの日本語（本冊）スリーエーネットワーク(2006)  

⑭みんなの日本語（文法解説・翻訳版）スリーエーネットワーク（2006） 

⑮入門日本語 アルク(2006） 

⑯JAPANESE FOR BUSY PEOPLE  AJALT (2006) 

 

資料２（音声項目の扱いのない教材） 

①新文化初級日本語 文化外国語専門学校 (2000) 

②日本語初級Ⅰ 新装版 東海大学出版会 (2002) 

③語学留学生のための日本語[Ⅰ] 凡人社 (2002) 

④にほんご１・２・３ アルク (2002) 

⑤初級日本語 東京外国語大学留学生日本語教育センター編 凡人社 (2005) 

⑥毎日使えてしっかり身につく はじめよう日本語 初級１ スリーエーネットワーク (2006) 

 

資料３（分析対象とした発音教材） 

Ａ コミュニケーションのための日本語レッスン スリーエーネットワーク(2004)  

Ｂ １日１０分の発音練習 くろしお出版 (2004) 

Ｃ 日本語の発音教室 くろしお出版(2006) 
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表Ａ 
 母音 子音 調音法 音節 長母音 特殊拍 母無声 連母音 ガ鼻濁 アクセント ポーズ プロミネンス イントネーション リズム

ＪＥ① ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― △ △ ― 

ＳＦＪ② ○ ○ ― ○ △ ○ ― △ ― ○ ― ― ○ ― 

はじ日③  ○ ○ ― ― △ ○ △ △ ― △ ― ― ― ― 

本④ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 新 

基 解⑤ △  ― ― △ ○ ○ ― ○ △ ― ― ― ― 

ＪＣＳ⑥ △ ○ ― △ ○ △ ― △ ― ○ ― ― ― ― 

はじい⑦ △ △ △ ― ○ ○ ○ ― ○ △ ― ― △ ― 

実践⑧ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ― ― ― ― 

ＣＭＪ⑨ △ ○ △ ○ △ △ ○ ― ― ○ ― ― ― ― 

日２０⑩ ― △ △ ― ○ ○ ○ ― ― △ ― ― ― ― 

げんき⑪ △ ○ ― △ ○ ○ ○ ― ― △ ― ― ― ― 

Ｅ⑫ △ △ ― ― ○ ○ ○ △ ― △ ― ― △ ― 

本⑬ ― ― ― ― △ ○ ― ― ― △ ― ― △ ― み 

日 解⑭ △ ○ ― △ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― △ ― 

入門日⑮ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ― △ ○ ― ○ ○ ― 

ＪＢＰ⑯ ○ ○ ― △ ○ △ ― ― △ ― ― ― ― ― 

 
表Ｂ 
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Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

Ｂ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ○ ○ 

Ｃ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ○ ― ― 

 
評価基準

―説明が詳しく記載されている「○」 

―極めて簡単な説明に終わっている「△」 

―触れられていない「－」。 


